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全国学力・学習状況調査の分析と報告について 

 

 清秋の候、皆様におかれましては、ますますご健勝のこととお喜び申し上げます。日頃は学校の

教育活動に多大なご理解・ご協力をいただき、誠にありがとうございます。 

 さて、４月に実施された「全国学力・学習状況調査」の結果を受け、本校６年生の学習状況の分

析や対策の検討結果について、下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 

 

１ 学習状況について 【資料１参照】 

 今年度の西小の６年生は、国語・算数・理科の平均正答率が、ともに全国平均及び静岡県平均、

浜松市平均を大きく上回りました。これは、５年生までの授業での積み重ねはもちろん、家庭学習

にも継続的に取り組んできた結果と言えます。保護者の皆様のご協力に感謝いたします。 

 

２ 児童質問紙（意識調査）について 【資料２参照】 

 児童質問紙では、「基本的生活習慣に関わる状況」や「学習に関わる状況」などが調査されまし

た。結果は、全国平均を上回った回答がほとんどで、生活習慣、学校生活、学習状況などの質問に

おいて全国平均を上回る状況にあります。 

質問調査の結果から、西小の児童は、安心して生活していることが伺えます。また、学習にも前

向きに取り組んでいることが分かります。今後も一人一人のよさを認め、励ましながら、家庭・地

域・学校と連携を図って教育活動を進めていきたいと思います。 

 

 

 調査問題は、以下のＵＲＬから閲覧できます。 

 令和７年度全国学力・学習状況調査の調査問題・正答例・解説資料 

 国立教育政策研究所 https://www.nier.go.jp/25chousa/25chousa.htm 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ６年生については、お子さんを通して全国学力・学習状況調査の個別の「調

査結果」をお渡ししました。今後、家庭学習の進め方を考える際にお役立て

ください。 

https://www.nier.go.jp/25chousa/25chousa.htm


【資料１】学習状況について 

調査結果（正答率） 

 西小 浜松市 静岡県 全国 

国語 ８１％ ６７％ ６６％ ６６．８％ 

算数 ６９％ ５８％ ５７％ ５８．０％ 

理科 ６６％ ５６％ ５５％ ５７．１％ 

（○…成果 ▲…課題） 
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○ 多くの問題で正答率が全国や静岡県、浜松市を上回っている。 

○ 知識及び技能のうち、「情報の扱い方に関する事項」での正答率が全国平均を大きく

上回った。 

○「Ａ話すこと・聞くこと」「Ｂ書くこと」「Ｃ読むこと」の全領域で安定した力が身に

付いている。 

▲ 目的に応じて、文章と図表などを結び付けるなどして必要な情報を見付けることに

課題がある。 

（大問３三（１）：話し合いの様子に当てはまる内容として適切なものを選択する） 

正答率５４．５％ 

 目的に応じて、文章 

と図表などを結び付け 

るなどして必要な情報 

を見付けるためには、 

文章の中から必要な情 

報を取捨選択したり、 

整理したり、再構成し 

たりすることが重要で 

ある。必要な情報は、目 

的に応じて変わるた 

め、読む目的を明確に 

することが大切であ 

る。 

 

【正答率】 西小 浜松市 静岡県 全国 

大問１三（１） ７８．２％ ６８．６％ ７１．４％ ７１．８％ 

大問２四ア ８９．１％ ７７．７％ ７７．９％ ８１．６％ 

大問２四イ ９６．４％ ７０．６％ ７０．２％ ７２．１％ 

○ 自分が聞こうとする意図に応じて、話の内容を捉えることができている。 

（大問１三（１）：発言した目的を、話し合いの様子や話し合いの記録をもとにして捉

える。「Ａ話すこと・聞くこと」） 

○ 学年別漢字配当表に示されている漢字を文の中で正しく使うことができている。 

（大問２四：相手の（ア）このみに合わせて…、（イ）あつい日に、…「（１）言葉の特徴や

使い方に関する事項」） 

 

〈授業改善のポイント〉 
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○ 多くの問題で正答率が全国や静岡県、浜松市を上回っている。 

○「Ａ数と計算」「Ｂ図形」「Ｃ測定」「Ｄ変化と関係」「Ｅデータの活用」の全ての領域

で安定した力が身に付いている。 

〈領域別平均正答率〉 

領域 西小 静岡県 全国 

Ａ 数と計算 ７２．３％ ６０．３％ ６２．３％ 

Ｂ 図形 ６５．０％ ５７．７％ ５６．２％ 

Ｃ 測定 ６１．８％ ５３．９％ ５４．８％ 

Ｄ 変化と関係 ６９．１％ ５６．１％ ５７．５％ 

Ｅ データの活用 ７３．５％ ６０．８％ ６２．６％ 

 

▲ 分数の加法について、共通する単位分数を見いだし、加数と被加数が、共通する単

位分数の幾つ分かを数や言葉を用いて記述することに課題がある。 

（大問３（２）：
３

４
+
２

３
について、共通する単位分数と、

３

４
と

２

３
が、共通する単位分数の幾つ

分になるかを書く）正答率４１．８％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲ 棒グラフから、項目間の関係を読み取ることに課題がある。 

（大問１（１）：２０２２年の出荷量が２００２

年の出荷量の約何倍かを、棒グラフから読み取

って選ぶ） 正答率７８．２％＜全国７８．７％ 

※正答率が唯一、全国平均を下回る。 

 

 

 

 

〈浜松市の結果（概要）より〉 
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○ 多くの問題で正答率が全国や静岡県、浜松市を上回っている。 

○「エネルギー」「粒子」「生命」「地球」の全ての領域で安定した力が身に付いている。 

〈領域別平均正答率〉 

区分・領域 西小 静岡県 全国 

Ａ

区

分 

エネルギー ５６．４％ ４５．７％ ４６．７％ 

粒子 ５６．７％ ４９．８％ ５１．４％ 

Ｂ

区

分 

生命 ５９．５％ ４８．１％ ５２．０％ 

地球 ７７．３％ ６５．５％ ６６．７％ 

 

▲ レタスの種子の発芽の条件について、差異点や共通点を基に、新たな問題を見いだ

し、表現することに課題がある。 

（大問３（４）：レタスの種子の発芽の結果から、問題文中の人物の気付きを基に、見い

だした問題について書く）正答率１４．５％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲ 身の回りの金属について、電気を通す物、磁石に引き付けられる物があることの知

識が身に付いていることに課題がある。 

（大問２（１）：アルミニウム、鉄、銅について、電気を通すか、磁石に引き付けられる

か、それぞれの特性に当てはまるものを選ぶ） 正答率１０．９％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈対策について〉 

・国語科【目的に応じて、文章と図表などを結び付けるなどして必要な情報を見付けること】
については、文章と図表の関連性を意識して読み進められるように、授業の中で、図表から
読み取れる情報と文章に書かれた情報を線でつなぐなどして、関連する部分を見付けたり、
書き手がなぜその図表を用いたのか、図表から何を伝えたいのかを考えたりする学習を経験
していく。 

・算数科【分数の加法について、共通する単位分数を見いだし、加数と被加数が、共通する単位
分数の幾つ分かを数や言葉を用いて記述すること】については、授業の中で、分数の意味や
仕組みを理解した上で説明する活動を取り入れていく。 

・理科では、授業の中で、実生活とのつながりを意識できる場面を設定したり、問題解決方法
や結果考察について言葉を用いて説明できるように指導したりする。 

〈浜松市の結果（概要）より〉 



【資料２】児童質問紙（意識調査）について 

（「当てはまる」「やや当てはまる」と肯定的に答えた割合 ％） 

① 学習意識に関する質問調査            ＋…全国を上回る －…全国を下回る 

質問項目 西 小 全 国 差 

国語の勉強は好きですか。 ６７．９ ５８．３ ＋ ９．６ 

算数の勉強は好きですか。 ７８．５ ５７．９ ＋２０．６ 

理科の勉強は好きですか。 ７１．４ ８０．１ － ８．７ 

②「浜松の目指す子供の姿」に関係する質問調査 

質問項目 西 小 全 国 差 

自分には、よいところがあると思いますか。 ９４．７ ８６．９ ＋ ７．８ 

先生は、あなたのよいところを認めてくれていると

思いますか。 

９６．５ ９２．２ ＋ ４．３ 

将来の夢や目標をもっていますか。 ８４．０ ８３．１ ＋ ０．９ 

人の役に立つ人間になりたいと思いますか。 １００ ９６．４ ＋ ３．６ 

学校に行くのは楽しいと思いますか。 ９６．５ ８６．５ ＋１０．０ 

普段の生活の中で、幸せな気持ちになることはどれ

くらいありますか。 

９６．５ ９３．０ ＋ ３．５ 

地域や社会をよくするために何かしてみたいと思い

ますか。 

７５．０ ８１．３ － ６．３ 

③「主体的・対話的で深い学びの視点からの授業改善」に関係する質問調査 

質問項目 西 小 全 国 差 

授業では、課題の解決に向けて、自分で考え、自分か

ら取り組んでいましたか。 

８２．１ ８０．３ ＋ １．８ 

学級の友達との間で話し合う活動を通じて、自分の

考えを深めたり、新たな考え方に気付いたりするこ

とができていますか。 

９２．８ ８４．９ ＋ ７．９ 

学習した内容について、分かった点や、よく分からな

かった点を見直し、次の学習につなげることができ

ていますか。 

８７．５ ７９．４ ＋ ８．１ 

④「個別最適な学び」と「協働的な学び」に関係する質問調査 

質問項目 西 小 全 国 差 

授業は、自分に合った教え方、教材、学習時間などに

なっていましたか。 

８９．３ ８３．４ ＋ ５．９ 

授業や学校生活では、友達や周りの人の考えを大切

にして、お互いに協力しながら課題の解決に取り組

んでいますか。 

９２．９ ９１．９ ＋ １．０ 

⑤ ＩＣＴを活用した学習状況に関する質問調査 

質問項目 西 小 全 国 差 

授業で、ＰＣ・タブレットなどのＩＣＴ機器を、どの

程度使用しましたか。 

※週３回以上と回答した子供の割合 

９２．８ ７１．７ ＋２１．１ 



【肯定的に答えた割合で差が大きかった質問】 

「学校に行くのは楽しい」＋１０．０ 

・家庭での励ましや良好な友人関係により、学校生活を肯定的に感じている子が多いことが分かり

ます。何事にも前向きな気持ちで取り組むことによって、学習の定着や落ち着いた生活につなが

っていると思われます。 

 

「国語、算数の勉強が好き」国＋ ９．６ 算＋２０．６ 

「授業で、ＰＣ・タブレットなどのＩＣＴ機器を使用した」＋２１．１ 

・意欲をもって学習に取り組んでいることがよく分かります。また、ＩＣＴ機器を使うことで、学

習内容を拡大表示したり、動画を見せたりと視覚的にも分かりやすいため、児童の理解が深まり、

学習への興味関心が高まっていると考えられます。また、ＩＣＴ機器を使った共同編集などの意

見交換を促す協働的な学習によって、児童の主体的な学習につながっていったと思います。今後

も児童の興味関心を大切にした授業を心掛けていきます。 

 

【肯定的に答えた割合が全国を下回った質問】 

地域や社会をよくするために何かしてみたい－ ６．３ 

「理科の勉強が好き」－ ８．７ 

・児童が地域の歴史や文化、伝統を学び、地域への愛着や誇りを育むことができるよう、地域行

事への参加を促していきます。 

 

今後も子供たちのよさを認め、励ましながら、家庭・地域・学校と連携を図って教育活動を進

めていきたいと思います。また、教師と子供、子供同士など温かい人間関係を築き、安心して楽

しい学校生活を送ることができるよう子供たちの声に耳を傾けていきます。ご家庭でもお子さん

の様子をよく見ていただき、相談相手になっていただけますよう、よろしくお願いします。 


